
３大学連携の
仮想患者システム、Web会議システム等による

地域連携医療教育の実践　
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授業の価値を最大化する教育のICT革新

１．はじめに
中央教育審議会から出された「2040年に向け

た高等教育のグランドデザイン」では、地域のニ

ーズに応えるという観点から、それぞれの高等教

育機関の強みや特色を活かした連携が推奨されて

います。また人材を育成する側と人材を活用する

側で議論と理解を深めていく必要があり、学修の

質を向上させる機会としての「インターンシップ」

を充実することが提言されています。歯学教育に

おいても、人材を育成する大学と活用する歯科医

師会の議論と理解を深める必要があると考えられ

ます。

平成24年度から５年間文部科学省大学間連携

共同教育推進事業の補

助を受けて、超高齢社

会に対応できる歯科医

師を養成することを目

的とし、北海道、北東

北、関東の３連携大学

が、ステークホルダー

（９歯科医師会）と協

働して教育プログラム

を構築しました。本教

育プログラムの下で、

臨床をシミュレーショ

ンして学ぶために作成した３大学共通のICT教材

を活用して、シミュレーション教育（医療面接、

診察、検査、診断、治療ケアプランの立案など）

を行った後で大学病院において臨床実習を行って

います。インターンシップに相当する地域医療実

習は、各地域で歯科医師会の指導の下で実施して

います（図２）。

２．ICTを活用した３年間にわたる教育プ
ログラムについて
平成24年11月に開催した第１回ワークショッ

昭和大学
歯学部教授 片岡　竜太

図２　３連携大学と関連する９歯科医師会

プでは、超高齢社会において、歯科受診患者の基

礎疾患有病率・服薬率が増加する中で育成すべき

歯科医師像について大学教員と歯科医師会が協議

し、「全身と関連づけて口腔を診ることができる」

「基礎疾患を有する患者の歯科診療を多職種と連

携して安全に行うことができる」歯科医師を養成

するために、以下のような学修目標の設定を行い

ました（次ページ図３）。

本事業で構築した教育プログラムは、従来から

歯学教育で行われている「一般歯科臨床コース」

に、在宅地域医療実習をゴールとする「地域連携

歯科医療実習コース」と、急性期医科病棟チーム

医療実習をゴールとする「医・歯・薬・保健医療

学部チーム医療演習コース」を加えて、超高齢社

会の到来に対応できる歯科医師を養成するもので

[1][2][3][4]

図１　超高齢社会に対応で

きる歯科医師の養成
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す（図４）。

本教育プログラムは３段階から

なり、第１段階（Step1）は３年

生が対象で、ｅラーニングを活用

した「全身と口腔の関連について

の基礎知識の修得」、第２段階

（Step2）は４年生を対象に「コミ

ュニケーション・臨床推論能力の

養成」を目標に仮想患者教育（VP）

システムも活用して、アクティブ

ラーニングプログラムとしまし

た。第３段階（Step3）は５年生

を対象に、患者を担当する前に臨

床をシミュレーションして学ぶこ

とを目的として、ICT教材を活用

した自己学修システムを構築しま

した。

初年次から電子ポートフォリオ

システムを活用して、授業前に目

標を設定し終了後に振り返りを行

い、「できたこと」と「できなか

ったこと」を明確にし、自己の成

長を確認し、次に学ぶべきことを

しっかりと記憶にとどめ、ゴール

を目指して学び続ける習慣を身に

つけるプログラムを構築しました

（図５）。次ページ図６に電子ポー

トフォリオシステムの概要を示し

ます。学生は入学時から本システ

ムを用いて、超高齢社会でどのよ

うな歯科医師になりたいかという

長期の目標と、授業前にその授業

を通じて達成したい目標を設定

し、授業後にはその目標が到達で

きたかを自己評価する訓練を行っ

ています（次ページ図７）。

３．ICT教材を活用した授業
の進め方
第１、第２段階（３年、４年生）

では、反転授業を応用して、３大

学共通のICT教材（ｅラーニング、

VP）を予習・授業中・復習に活

用して能動型学修を促進していま

す。症例課題に取組むことにより、

学んだ知識を臨床でどのように活

用するか理解させ、学生に考えさ

せるような進め方ですべての授業
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図３　超高齢社会において育成すべき歯科医師像

図４　教育の全体像と本準備教育の位置付け（本学歯学部）

図５　３段階からなる準備教育と電子ポートフォリオシステムの活用



４．大学教員と歯科医師会の協働により
作成した３大学共通のICT教材
３大学教員とステークホルダーである９歯科医

師会メンバーで構成される４つのワーキンググル

ープが、超高齢社会で特に重要になる１）口腔乾

燥症、２）基礎疾患を有する患者の歯科診療、３）

多職種と連携して実施する地域医療（急性期・回

復期）に関して、学びを充実させる目的で、ｅラ

ーニングや仮想患者システム（VP）教材などの

ICT教材を作成しました（図９）。

第１段階から第３段階の教材と資料を次ページ

図10〜12に示します。第１段階（３年生）では

全身と口腔に関する基礎知識の修得を目指します

が、医療面接のビデオや内視鏡画像なども提示し

て、臨床との関連を意識し理解させるようにして

います（次ページ図10）。第２段階（４年生）では、

コミュニケーション・臨床推論能力を養成するた

めに、仮想患者システムを活用しています。これ

は臨床現場をシミュレーションした形で、診療情

報提供書を見ながら、仮想患者システムにチャッ

ト形式で医療

面接を行い、

検査法の選択

や診察を行い、

診断や治療ケ

アプランを立

案するもので

す（次ページ

図11）。第３段

階（５年生）

は臨床実習で

患者を担当す

る前に、ICT教

材を活用して

シミュレーシ

ョンを行いま

す（次ページ

図12）。
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図８　反転授業を応用した授業の進め方

を行っています（図８）。

第３段階（５年生）では、臨床実習中に患者を

担当する前に、臨床をシミュレーションして学ぶ

ことを目的として、ICT 教材で自己学修を行える

ようにしています。

図７　電子ポートフォリオシステムを活用した目標設定、振り返り、成長の実感と次の目標

図６　電子ポートフォリオシステムの概要

図９　３大学、９歯科医師会メンバー
によるICT教材作成

① 学生は授業前に事前学習課題を学修してか
ら授業に臨む

②　授業前半ではプレテストを実施して学生の
理解度を確認する。

③　自由課題・症例課題を学修する。
④　学生の理解度を考慮に入れてリソース講義
を行う。

⑤　授業後半ではポストテストを実施して授業
終了時の理解度を測定する。

⑥　授業中に修得できなかった内容は授業後に
反復学修を行う。
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図12　第３段階（Step3）臨床実習におけるシミュレーションICT教育システム

図11　第２段階（Step2）の教材例（仮想患者システム）

図10　第１段階（Step1）の教材例（症例ビデオ、ｅラーニング）と授業の様子



６．３大学学生交流と３大学共通
試験
同じICT教材で準備教育を受けた学生

が、それぞれの地域で高齢者を対象とし

た地域医療実習を説明する資料（パワー

ポイント）を作成し、Web掲示板上で感想

や質問の意見交換をします。その後、Web

会議システムを活用してディスカッション

を行います（図15）。

この３大学交流を通し

て学生は異なる地域の

地域医療のあり方を学

ぶと同時に、他校の良

さを知り、自校の良さ

や地域の特徴などを知

る機会を得ることがで

きます。また、５年終

了時に本教育プログラ

ムで学んだ成果を確認する目的でｅラーニングを

活用した３大学共通試験を実施し、本教育カリキ

ュラムの評価と改善を図っています。

７．本教育プログラムの教育効果
（１）　学生アンケート結果

平成26〜28年度の学生アンケート結果からは、

授業内容に興味を持ち、理解した学生数はStep1、

2ともに増加し、Step1では90％前後、Step2では

80％以上に認められました（図16）。

図13　歯科医師会メンバーによる学生指導
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５．地域連携実習と歯科医師会との協働
超高齢社会の到来に伴い、歯科診療所に通院す

ることができない患者数の増加など地域歯科医療

の現場や歯科医療の様々な側

面に触れ、知識や技術に加え

て人と人とのコミュニケーシ

ョンの重要性の理解を深める

ことを目的とし、歯科医師会

と協働して地域医療実習を実

施しています（図13）。また

臨床の最前線にいる歯科医師

会の先生方に、学生の指導

を通じて見えてくる大学教

育について意見を伺うことを趣旨として意見交換

会を開催しています。

本実習に関連して、指導した歯科医師会メンバ

ーにアンケートを行いました。実習時の学生の態

度、積極的な参加、好ましい変化についていずれ

も高い評価が得られ、92％がこのような地域医

療実習が必要であるとの回答でした（図14）。

図14　実習についてのアンケート結果（歯科医師会）

図15　Web会議システムを用いた３大学学生交流の様子

図16　平成26～28年度IT連携授業アンケート集計結果（３連携大学平均）



18 JUCE Journal 2020年度 No.2

（２）　平均正答率

IT教材を活用した準備教育では、３大学平均正

答率は、授業前後、同一学生群の３年生と４年生

でいずれも70〜80％に上昇しました（図17、

18）。

特　集

郎先生に依頼しました。

２）結果

学生インタビューでは、以下の結果が得られま

した。学修アウトカムとして、①「IT教材」が

学修に新鮮さや楽しさをもたら

すことで学修意欲が向上し、ア

クティブラーニングの促進につ

ながった。②　学修プロセスに

おいて「予習・復習の重要性」

を認識し、より「深い学修アプ

ローチ」をすることができた。

③　学修成果として、チーム医

療や全身疾患と口腔との関連づ

けの重要性といった「社会ニー

ズに対応する歯科医療に対する

意識」「知識獲得・定着の実感」

「コミュニケーション能力」「メ

タ認知能力」を向上することが

できた。④　３大学共通のIT教

材を活用した教育を基盤とし

て、各大学で地域や大学の特徴を踏まえて実施し

ている地域医療実習や学部連携臨床実習などで、

学びの深まりを確認することができた（図19）。

前述の本教育プログラムのゴールである「医科

病棟チーム医療実習」では、歯学部の学生が医科

病院病棟で、医学、薬学、看護、理学・作業学科

の学生達と５人のグループを作り、１週間入院患

者を担当しました。消化器内科病棟における４学

部学生チームが協働して作成し、医療スタッフに

図19　本教育システムでの学びに関するカテゴリー関連図

図18　同一学生群１年後の平均
正答率

図17　授業前後の平均正答率

（３）　学生インタビュー

１）方法

３連携大学の歯学部学生（計12名）に対して

半構造化インタビュー（30分）を実施しました。

インタビューは事前アンケート（自由記載）で得

た情報を基に、授業の進め方、内容、IT教材の活

用などについて、より詳しく学生の意見や感想を

聞くために行いました。インタビューの実施とそ

の質的な回析は、岐阜大学医学部MEDC今福輪太
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発表したプロダクトと、歯学部学生が別途作成し

たプロダクト例を示します（図20）。

電子ポートフォリオの解析から学生が到達でき

た内容を抽出すると、以下のような結果が得られ

ました。①　口腔内の状態を患者や他学部生にわ

かりやすく説明できた。②　各専門領域で調べた

内容をグループで共有できた。③　患者・家族の

問題点について、退院後を想定してグループでプ

ロブレムマップを用いて多面的に抽出し、治療・

ケアプランを立案できた。④　全身状態と口腔内

の状態を考慮しながら、治療計画を立案すること

の重要性を学んだ。

8．おわりに
社会のニーズに応えることができる歯科医師を

養成するために、異なる地域で歯科医師を養成す

る３大学と、卒業した歯科医師を受け入れる歯科

医師会が協働して、新しいニーズに対応するため

のICT教材を開発し、３大学で共通の教材を活用

した臨床の準備教育を実践しました。協働して作

成したICT教材は、歯科医師会から提供された動

画、画像なども含めて臨場感があり、学生は興味

を持って学ぶことができました。

大学と歯科医師会が協働することで、議論をす

る機会が増えて、相互理解が深まり、準備教育を

含めた地域医療実習を卒前教育の１つのゴールと

することができ、また卒後の臨床研修と連続性を

持たせることができました。今後の発展性として、

多様な地域の特徴を採り入れた教育システム、卒

前卒後教育システムの連続性、歯科医師会を中心

とした生涯学習システム、社会のニーズの変化に

対応した教育システムの構築につなげていきたい

と考えています。

今後の課題は、ICT教材の更新にかかる労力と

費用、患者情報を含むICT教材公開の難しさ、教

員および歯科医師のICTスキルの向上、ICT教材

作成時に生じる著作権の問題などであり、連携校

や連携歯科医師会を増やすなどの対応が必要であ

ると考えられます。
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図20　医科病棟チーム医療実習で学生が作成したプロダクト例


